
中
川
皓
三
郎
助
教
授 

『阿
弥
陀
経
」
を
読
む 

平
原
晃
宗
講
師 

『観
経
疏
』
を
読
む
三
木
彰
円
専
任
講
師 

『唯
信
鈔
文
意
』
を
読
む

藤
嶽
明
信
助
教
授 

「
正
信
偈
」
を
読
む 

松
井
憲
一
講
師 

海
外
の
宗
教
学
者
の
真
宗
観
に
ふ
れ
る

井
上
尚
美
講
師

『教
行
信
証
』
「坂
東
本
」
を
読
む

一
楽
真
助
教
授 

『定
本
教
行
信
証
』
を
読
む藤

嶽
明
信
助
教
授 

真
宗
学
演
習I
 
(

一
回
生)

「真
宗
学
」
と
は
何
か
・
親
鸞
の
生
涯

一
楽
真
助
教
授 

木
越
康
助
教
授 

中
川
皓
三
郎
助
教
授

真
宗
学
演
習
且(

一
一
回
生)

『選
択
本
願
念
仏
集
』
を
読
む

木
越
康
助
教
授 

中
川
皓
三
郎
助
教
授 

三
木
彰
円
専
任
講
師

真
宗
学
演
習
皿(

三
回
生)

『歎
異
抄
』 

神
戸
和
磨
教
授 

『歎
異
抄
』 

安
冨
信
哉
教
授 

『歎
異
抄
」 

延
塚
知
道
教
授

『歎
異
抄
』 

藤
嶽
明
信
助
教
授 

『歎
異
抄
』 

加
来
雄
之
助
教
授 

『歎
異
抄
』 

一
楽
真
助
教
授 

真
宗
学
演
習
IV(
四
回
生)

『歎
異
抄
』 

神
戸
和
磨
教
授 

『歎
異
抄
』 

安
冨
信
哉
教
授 

『歎
異
抄
』 

延
塚
知
道
教
授 

『歎
異
抄
』 

藤
嶽
明
信
助
教
授 

『歎
異
抄
』 

加
来
雄
之
助
教
授 

『歎
異
抄
』 

一
楽
真
助
教
授 

編

集

後

記

清
沢
満
之
先
生
の
百
回
忌
を
迎
え
た
二
〇
〇 

ー
ー
年
度
の
『親
鸞
教
学
」
は
、
「清
沢
満
之
没 

後
一
〇
〇
年
特
集(

一)

」
ハ
〇
・
ハ
一
合
併 

号
と
し
ま
し
た
。

今
村
仁
司
氏
の
「清
沢
満
之
に
お
け
る
縁
起 

の
概
念
」
は
、
二
〇
〇
一
年
度
の
真
宗
学
会
大 

会
の
講
演
を
も
と
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
論
文
で 

す
。
今
村
氏
に
は
発
表
後
、
日
を
置
か
ず
し
て 

原
稿
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

氏
は
つ
ね
づ
ね
満
之
の
思
想
課
題
を
仏
教
縁
起 

論
の
再
構
築
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

そ
の
清
沢
の
構
想
の
中
核
で
あ
る
「
縁
起
」
の 

概
念
を
さ
ら
に
展
開
す
る
な
ら
ば
、
と
い
う
刺

激
的
な
論
考
で
す
。

寺
川
俊
昭
氏
の
「大
谷
派
な
る
宗
門
は
大
谷 

派
な
る
宗
教
的
精
神
の
存
す
る
所
に
在
り
」
は
、
 

臘

扇

忌(

百
回
忌)

法
要
初
日
の
講
演
記
録
に 

加
筆
訂
正
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
大
谷
派
宗 

門

が

「
人
類
の
求
道
の
場
と
な
る
」
こ
と
こ
そ 

満
之
が
宗
門
に
願
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ 

れ
を
果
た
し
遂
げ
ん
と
す
る
こ
と
が
彼
の
使
命 

で
あ
っ
た
と
す
る
講
演
で
し
た
。

小
川
一
乗
氏
の
「大
谷
大
学
の
役
割
——
満
之 

に
お
け
る
近
代
化
—
」
は
、
二
〇
〇
〇
年
十
月 

二
十
五
日
に
厳
修
さ
れ
た
臘
扇
忌
の
講
演
記
録 

に
加
筆
訂
正
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
大
谷
大 

学
長
と
し
て
「大
谷
大
学
近
代
化
百
周
年
」
を 

ど
う
受
け
止
め
る
べ
き
か
、
ま
た
大
谷
大
学
の 

役
割
は
な
に
か
を
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
批
判
」 

を
キ
ー
タ
—
ム
に
確
認
す
る
講
演
で
し
た
。
小 

川
氏
に
は
大
学
公
務
で
多
用
の
な
か
校
正
い
た 

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
併
号
の
巻
頭
論
文
は
神
戸
和
磨
氏
の
「清 

沢
満
之
の
名
号
論
——
如
実
修
行
相
応
—
」
で
す
。 

満
之
に
は
念
仏
が
な
い
と
い
う
通
俗
的
な
疑
難 

に
応
え
、
満
之
の
念
仏
観
が
『浄
土
論
』
な
ど 

に
基
づ
く
親
鸞
の
伝
統
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た 

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

中
川
皓
三
郎
氏
の
「歓
喜
と
慶
喜
」
は
、
満

194



之

の

「他
力
の
救
済
」
を
憶
念
し
な
が
ら
、
念 

仏
が
与
え
る
宗
教
的
な
よ
ろ
こ
び
と
は
何
か
を 

『歎
異
抄
」
第
九
章
を
中
心
と
し
て
確
か
め
る 

論
文
で
す
。

延
塚
知
道
氏
の
「真
宗
大
学
開
学
の
精
神
」 

は
、
今
村
氏
と
同
じ
く
二
〇
〇
一
年
度
真
宗
学 

会
大
会
に
お
け
る
講
演
記
録
に
加
筆
訂
正
い
た 

だ
い
た
も
の
で
す
。
当
時
、
氏

は

『大
谷
大
学 

百
年
史
』
編
集
の
責
任
あ
る
立
場
に
あ
り
ま
し 

た
が
、
そ
の
成
果
を
受
け
て
「他
の
学
校
と
異 

な
る
」

一
点
を
検
証
す
る
も
の
で
す
。

本
学
任
期
制
助
手
・
橋
田
尊
光
氏
の
「清
沢 

満
之
と
真
宗
大
谷
派
教
団
古
川
党
宗
門
改
革 

運
動
を
め
ぐ
っ
て
一
」
は
、
満
之
が
真
宗
大
谷 

派
の
教
団
人
と
し
て
生
き
た
意
義
を
確
か
め
る 

論
文
で
す
。

ま
た
本
号
に
は
、
本
学
非
常
勤
講
師
の
平
原 

晃

宗

氏

の

「
「疑
惑
和
讃
」
試
解
」
と
真
宗
大 

谷
派
教
学
研
究
所
助
手
の
鶴
見
晃
氏
の
「教
法 

を
問
う
——
教
法
の
現
実
性
と
時
機
観
—
」
を
掲 

載
し
ま
し
た
。

ま
た
学
会
彙
報
の
「臘

扇

忌(

百
回
忌)

法 

要
報
告
」
は
、
二
〇
〇
二
年
六
月
四
日
か
ら
六 

日
ま
で
三
日
間
に
わ
た
り
大
谷
大
学
で
勤
め
ら 

れ
た
清
沢
満
之
百
回
忌
法
要
の
報
告
で
す
。
あ 

わ
せ
て
最
終
日
の
実
行
委
員
長
・
安
冨
信
哉
氏

の
法
話
を
収
録
し
ま
し
た
。

曽
我
量
深
先
生
が
満
之
の
教
学
に
つ
い
て 

「師
は
何
等
の
結
論
を
与
へ
ら
れ
な
か
っ
た
唯 

第
一
歩
の
方
針
を
与
へ
ら
れ
た
〔
…
中
略
…
〕 

先
生
は
何
等
学
説
を
教
へ
ら
れ
な
か
っ
た 

先 

生
は
未
成
品
で
あ
っ
た 

大
器
晩
成
と
あ
る 

絶
大
の
器
は
永
久
の
未
成
品
で
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
」(

明
治
四
十
四
年
ノ
ー
ト
、
『宗
教
の
死
活 

問
題
』
後
記
所
収)

と
語
っ
て
い
る
。
満
之
の 

一
言
一
言
が
否
み
が
た
い
権
威
を
も
っ
て
い
る 

の
は
、
そ
こ
に
答
え
が
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
 

内
な
る
矛
盾
も
外
の
状
況
も
矛
盾
を
矛
盾
と
し 

て
見
据
え
決
し
て
ご
ま
か
そ
う
と
し
な
か
っ
た 

誠
実
な
問
い
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。
満
之
が 

な
そ
う
と
し
た
教
学(

と

く

に

『臘
扇
記
」
以 

後)

は
、

一
つ
の
出
来
合
い
の
解
答
を
与
え
る 

も
の
で
は
な
く
、
人
生
の
歩
み
に
根
源
的
な
方 

向
を
指
し
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
近 

代
を
生
き
る
仏
教
者
と
し
て
親
鸞
の
教
え
に
出 

会
う
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
た
だ
そ
の
こ 

と
の
第
一
方
針
を
示
す
た
め
に
生
涯
を
賭
け
ら 

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
一
〇
〇
度
の
霜
雪 

を
経
た
。
真
宗
学
会
で
は
、
こ
の
清
沢
先
生
に 

は
じ
ま
る
「近
代
親
鸞
教
学
」
の
意
味
を
問
い 

直
し
た
い
と
思
い
、
『親
鸞
教
学
」

に
お
い
て

特
集
を
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
特
集
の
名
称
に 

つ
い
て
は
、
先
の
生
誕
一
〇
〇
年
特
集
号
を
う 

け

て

「清
沢
満
之
没
後
一
〇
〇
年
特
集
」
と
決 

め
、
単
発
的
な
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も 

ニ
カ
年
に
わ
た
り
、
そ
の
確
認
の
作
業
を
行
っ 

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
次
年
度
は
没
後
一
〇
〇 

周
年
と
し
て
ハ
二
・
ハ
三
合
併
号
と
す
る
予
定 

で
あ
る
。

臘
扇
忌
報
告
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に. 

大

谷

大

学

編

集

『清
沢
満
之
全
集
」
全
九
巻 

(

岩
波
書
店)

の
刊
行
が
二
〇
〇
二
年
親
鸞
聖 

人
御
命
日
よ
り
始
ま
っ
た
。
こ
の
度
の
全
集
は
、
 

清
沢
先
生
面
授
の
人
が
存
在
し
な
い
な
か
で
の 

は
じ
め
て
の
編
纂
と
な
る
。
全
集
編
纂
作
業
に 

携
わ
る
一
人
と
し
て
、
出
版
と
い
う
こ
と
の
厳 

し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
真
宗
学
会
が 

『親
鸞
教
学
』
を
公
刊
し
て
い
く
願
い
の
深
さ 

と
責
任
の
重
さ
と
を
あ
ら
た
め
て
銘
記
し
、
で 

き
る
だ
け
誠
実
に
編
輯
実
務
を
果
た
し
て
い
き 

た
い
。 

(

二
月
一
日
加
来
雄
之
記)
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